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具体的な取組 事業名 簡単な事業の内容 担当課

幼児から高齢者までの各ライフステージに
応じたスポーツの推進

『県民総合体育大会の開催』
県民総合体育大会を競技部門・レクリエーション部門・コミュニティ部門の3部門に分けて開催する。
また、「県民スポーツの日」の広報を兼ねるイベントとしてスポーツフェスティバルを開催。

県民生活部
スポーツ振興課

障害やスポーツの推進を通じた
共生社会の実現

『彩の国ふれあいピック等開催事業』
全県的な障害者スポーツ大会開催により、障害者スポーツの一層の普及を図るとともに、県民の障害
及び障害者に対する理解を深める。
また、スポーツを通じて障害者の体力維持、増強を図るとともに、障害者の社会参加推進に役立てる。

福祉部
障害者福祉推進

課

スポーツ参画人口の拡大をささえる
人材の育成

『広域スポーツセンター機能推進事業』

総合型地域スポーツクラブや設立を目指す団体、及び各市町村に対し総合的な支援を行う。
　・ 総合型地域スポーツクラブ等設立・活動支援
　・ 総合型地域スポーツクラブの活動実態調査の実施
　・ スポーツイベント等開催支援事業
　・ クラブマネジャー養成講習会

県民生活部
スポーツ振興課

生涯にわたりスポーツへの意欲を高める
学校体育の充実

『学校体育実技指導者研修事業』 県内小・中・高等学校教員の資質向上を図るため、実技指導講習会や研究協議会を開催する。

指導者の資質向上、外部指導者等の
活用による運動部活動の充実

『運動部活動指導充実支援事業』
運動部活動における顧問教諭の専門的な指導力の向上に資するための講習会等を実施するとともに、
外部指導者等を活用し運動部活動の活性化を図る。

『スポーツ大会等開催事業』 国内の有力選手が多数出場する『彩の国実業団駅伝』の開催協力

『スポーツを活用した地域振興事業』 国内外の招待選手が参加する『さいたま国際マラソン』の開催

障害者の競技スポーツの
競技力向上の推進

『2020年東京パラリンピックに向けた
選手育成強化事業』

パラリンピック出場を目標に、世界で活躍する障害者のトップアスリートを養成するため、若手選手を
主な対象とした育成・強化事業を行う。

福祉部
障害者福祉推進

課

トップアスリートの発掘・育成・支援 『彩の国プラチナキッズ事業』

プラチナキッズの活動環境整備と活動継続の指導・相談
　・ 彩の国ジュニアアスリートアカデミー事業
　・ 学校部活動
　・ 地域クラブ等
　・ ジュニア合同強化対策会議の開催

トップアスリートやトップコーチを活用した
事業の推進

『埼玉県体育協会事業の補助』

・ 埼玉県選手強化コーチ研修会
・ J-STAR競技拠点県フォーラムの開催
・ 埼玉県スポーツ指導者研修会
・ 彩の国Jr.アスリートアカデミー事業
・ メダリストの青少年柔道講習会
・ 彩の国ビクトリーサミット

県民生活部
スポーツ振興課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施策１　　スポーツ参画人口の拡大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施策２　　子供のスポーツ活動の充実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施策３　　スポーツを通じた地域の活性化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施策４　　世界に羽ばたくトップアスリートの輩出

県民生活部
スポーツ振興課

トップレベルの競技大会・大規模スポーツ
大会の招致・開催の推進

教育局
保健体育課


